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はじめに

現在、当社復水脱塩塔は火力・原子力発
電所向けに広く納入されており、良好な性
能を発揮していますが、集水機構にﾌﾗｯﾄ型
ｳｪｯｼﾞﾜｲﾔｰｽｸﾘｰﾝ構造を適用することで、
設備ｺﾝﾊﾟｸﾄ化をはじめとする様々な効果を
得ることが出来ます。

本発表では、改良型復水脱塩塔の構造と
ﾌﾗｯﾄ型ｳｪｯｼﾞﾜｲﾔｰｽｸﾘｰﾝの適用効果につ
いて紹介致します。



現行型復水脱塩塔の構造

①D1ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰﾀ

②ｱﾝﾀﾞｰﾄﾞﾚﾝｺﾚｸﾀ

入口水の分散機構として複数の枝管が配置されている。

三段式ﾘﾝｸﾞ形集水機構により、脱塩水の分担集水、
樹脂混合空気の分散が可能。

ﾘﾝｸﾞ管には小穴が設けられ、樹脂の流出を防止する
ためにｻﾗﾝ布が巻かれている。

※本構造は、現在当社が火力・ＰＷＲ発電所向けに納入している
復水脱塩塔の一例です。

復水出口

復水入口
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改良型復水脱塩塔の構造

①整流板

②ﾌﾗｯﾄ型ｳｴｯｼﾞﾜｲﾔｰｽｸﾘｰﾝ

③ﾌﾗｯﾄ目板

入口水の分散機構としてBWR脱塩塔で実績のある整
流板を採用。200m/h以上の高流速通水においても高い
整流性を発揮。

ｽｸﾘｰﾝ全面でﾌﾗｯﾄに集水することで最下層樹脂まで有
効利用。

ｳｴｯｼﾞﾜｲﾔｰｽｸﾘｰﾝを支持。空気入口
樹脂出口 復水出口

復水入口

④空気分配機構

目板下部に空気層を形成することで、ｽｸﾘｰﾝ全面から
均一に空気を噴出させる。



改良型復水脱塩塔の特徴

●適用効果

①充填樹脂の利用率向上
②圧力損失の低減
③製作性の向上・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性の向上

●その他性能

④混合性
⑤移送性



①充填樹脂の利用率向上：設備コンパクト化

現行型（火力・PWR例）

樹脂層 有効樹脂

無効樹脂

改良型

樹脂最下層全面でフラットに集水することで必要樹脂量を削減

●移送管内の樹脂以外は全て有効樹脂として利用できる。
●樹脂量の削減により、再生設備、薬品設備等をｺﾝﾊﾟｸﾄにすることができる。

有効樹脂

無効樹脂

樹脂層



②圧力損失の低減：高流速通水が可能

ﾌﾗｯﾄ型ｳｪｯｼﾞﾜｲﾔｰｽｸﾘｰﾝの採用により集水部の発生差圧が低減される

●高流速設計の場合には、圧力損失の低減効果が顕著



③製作性・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ性の向上

ｽｸﾘｰﾝは分割構造とし目板にボルトオン→高度な調整技術不要

●ｻﾗﾝ布を使用しないことで製作時、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時の特殊作業を排除

ﾓｯｸｱｯﾌﾟ塔 ｽｸﾘｰﾝ



④混合性

流動性が良く、分離し難いメカニズムにより健全な混床層を形成

●混合用空気がｽｸﾘｰﾝ表層全面から噴出し、最下層樹脂が完全に流動化

●目板下部の空気層により、混合終了後（下部ドレン開）に高速の下降流が発生
し樹脂の再分離を軽減

混合後の樹脂面
（ﾓｯｸｱｯﾌﾟ試験結果）

混合後の上部ｱﾆｵﾝ樹
脂層は10ｍｍ程度



⑤移送性

樹脂最下層部の流動化及び平滑な樹脂移動面により残留樹脂量を最小化

●混合用空気がｽｸﾘｰﾝ表層全面から噴出し、最下層樹脂が完全に流動化
●フラットな樹脂支持構造により樹脂の移動が容易

移送後のｽｸﾘｰﾝ表面
（ﾓｯｸｱｯﾌﾟ試験結果）

樹脂出口
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樹脂量削減により、設備全体がｺﾝﾊﾟｸﾄ化

圧力損失が小さく、高流速通水が可能

高度な製作技術を要しないため、ﾍﾞﾝﾀﾞｰ選択幅が拡大

塔内部品組立が容易であり、 専門業者によるﾒﾝﾃﾅﾝｽ
が不要

健全な混床層形成、安定した水質、収量が得られる

樹脂取り出し後の塔内残留樹脂量が小さく、安定した水質
が得られる



ご清聴ありがとう御座いました


